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V312a 超小型X線衛星NinjaSatに搭載の高電圧印加・アナログ信号処理ボードの開発
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現在、我々は超小型 X線衛星NinjaSatの開発に取り組んでいる。NinjaSatは 30 cm×20 cm×10 cmの 6U規
格の衛星で、かに星雲やさそり座 X-1の観測、全天 X線監視装置MAXIの発見した突発天体の追観測を目的と
している。衛星にはガスと X線の光電効果を利用するガス X線検出器を 2台搭載する。ガス X線検出器は、光
電効果によって生じる電子を、高電圧を利用した電子雪崩現象により増幅し、信号として検出する。NinjaSatで
は、高電圧印加とアナログ信号処理の役割を、大きさ 9 cm×9 cmのフロントエンドカード (FEC)と呼ばれる 1
枚のボードが受け持つ。
FECには素子の放射線耐性、安定した電圧印加、立ち上がり応答の速いアナログ信号処理が要求される。FEC

に用いる素子は、若狭湾エネルギー研究センターで陽子を照射し地球低軌道 2年分の耐性があることを確認した。
高電圧印加は大きさ 1.27 cm立方のモジュールを用いる。出力電圧は昇圧に伴う高周波数の電圧変動 (リップル)
と温度特性による変動を持つ。電圧変動の許容値は 0.6%であり、出力電圧約 2 kVにおいて、リップルはRCフィ
ルタを用いて 0.2%以下、温度特性による変動は運用温度範囲の 0∼20◦Cで 0.4%で、許容値を満たす。アナログ
信号処理は宇宙実績豊富な電荷アンプを用いる。X線と荷電粒子の信号を、飛跡長に起因する信号の立ち上がり
時間の違いを捉えることで区別するため、それぞれの信号の立ち上がり時間の 50 nsと 500 nsを区別できる電荷
アンプを用いる。本講演では FEC の設計詳細、要素試験結果と製作したボードの性能評価について述べる。


